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☆作業日あれこれ
10月の第2土曜日は自宅から合羽を着て参加
。 、です 天候にかかわらず実施する遊林会ですが

降りしきる雨の中「初めて参加しますが、どう
したら良いんでしょうか…」とお尋ねの新人が
見えたのには、遊林会のやり方を詳しく調べて
のことなんだろうと想像してしまいました。観
察会はｷｯｼｰ担当でｷﾉｺの観察からと考えていた
ようですが、雨のために省略、ｷﾉｺに関しての
面白い情報だけを提供してくれました。昔から
の言い伝えで、雷が落ちた木にｷﾉｺがよく発生
するとのことから、木に電気ｼｮｯｸを与える機械
を売り出したﾒｰｶｰがあるのだそうです。これを
聞いていた大先生と炭焼名人は、ほだ木の手入
れで木槌でたたく方法が
ありますが、ｼｮｯｸを与え
るのは一緒やなと頷いて
いました。ﾏﾙは、電気ｼｮ
ｯｸで樹中のｶｼﾅｶﾞの幼虫
が死にｷﾉｺの発生も増え

、 、るとなれば ﾅﾗ枯れ対策
被害木処理、ｷﾉｺ生産と
良いことずくめ、ﾒｰｶｰに
この視点からの開発･販
売を勧めようと言い出し
ました。電気ｼｮｯｸがどの
程度で果たして樹中のｶｼ
ﾅｶﾞが死に絶えるのかと
いう疑問がありますが、実現すればﾅﾗ枯れが蔓
延する中でﾀｲﾑﾘｰで価値ある発明です。次は森
に一杯落ちているﾄﾞﾝｸﾞﾘの話題です。この森の
ﾄﾞﾝｸﾞﾘの捕食者であるｱｶﾈｽﾞﾐは一冬に10ﾘｯﾄﾙ位
のﾄﾞﾝｸﾞﾘを食べるようですが ｷｯｼｰは1ﾘｯﾄﾙのﾍﾟ、
ｯﾄﾎﾞﾄﾙにﾄﾞﾝｸﾞﾘを詰め、何個ﾄﾞﾝｸﾞﾘが入ってい
るかを質問しました。ﾄﾞﾝｸﾞﾘとしては大きめの
ｸﾇｷﾞやｱﾍﾞﾏｷのそれで150個近く入るようです。
とすると一冬1匹1,500個、15ﾍｸﾀｰﾙのこの森で
は200匹程度生息するならば一冬で30万個のﾄﾞﾝ
ｸﾞﾘが消費されることになります。この森の生
態系調査ではｱｶﾈｽﾞﾐの生存状況にはｽﾄﾚｽがない
(捕獲して幼体成熟が見られないかを確認)こと
が報告されていますので、多分そのくらいのｱｶ
ﾈｽﾞﾐがいるのでしょう。毎ｼｰｽﾞﾝ、多くのﾄﾞﾝｸﾞ
ﾘが子どもに拾われて持ち出され、推定30万個
のﾄﾞﾝｸﾞﾘがｱｶﾈｽﾞﾐにも食べられるわけですが、
ｸﾏは春先に林床に転がっている多くのﾄﾞﾝｸﾞﾘを
見つけてはいつもほっとしています。それはｱｶ
ﾈｽﾞﾐが食べ残す

これがあと約10個も！

だけのﾄﾞﾝｸﾞﾘが、森にはまだあるんだと確認で
きるからだったのです。おまけですが、近年森
では通いのﾌｸﾛｳが多々目撃されるようになって
いますが、ｱｶﾈｽﾞﾐを捕まえるためにこの森に来
ていると考えています。ﾌｸﾛｳは滑空して獲物を
捕らえますので、障害となる下生えのない森が
必要です。いまの林床管理された森よりも荒れ
た下生えのある森の方がﾌｸﾛｳが滑空できる空間
は少なく、ｱｶﾈｽﾞﾐには過ごし易かったのではな
いかと考えます。ﾄﾞﾝｸﾞﾘにまつわる話を聞いた
後は、ﾄﾞﾝｸﾞﾘ独楽作りと誰のが良く回るかの競
争をﾄｰﾅﾒﾝﾄ方式で実施して一同童心に帰って楽
しみました。

雨がひどく作業
内容を雨ﾊﾞｰｼﾞｮﾝに

、変更をしましたが
体験学習で使うﾀｹ
が不足していたの
で 青年部長をﾘｰﾀﾞ、
ｰに合羽を着て竹材
の伐り出しは決行
です。目標50本とﾏ
ﾙから言われ、他の作
業班が作業を終えた後も雨の中で黙々と作業を
続けていました。いつもだと手の空いている者
が手伝いに走るﾌｧｲﾔｰ･ｻｰｸﾙの前での軽ﾄﾗの荷下
ろしも、合羽を着ていない他の班の連中は眺め
るだけで申し訳ないことをしました。雨の日用
の作業は、遊林会出席表示用のﾀｹを使用した名
札作りです。道場などで壁の釘にぶら下げて使
用するような物です。ｸﾏは黄色く色付き始めた
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ退治を盆栽お宅を誘って始めまし
たが、池の畔でﾐｮｳｶﾞを発見、昼食材料として
届けました。それを見られた大先生「わしもﾊﾀ
ｹｼﾒｼﾞを(昼食の食材を)調達してこ 」と心当た。
りの場所にお出かけになりましたが、賄い方の
愛子様の「人手不足で忙しいのに、もう料理の
品数を増やさんといて！」という心の声が聞こ
えたのはｸﾏだけでしょうか。

ｸﾘｰﾑ･ｼﾁｭｰに冬瓜や秋なすを使用した10種類
のおかずについあれも進んでしまいます。ｷｯﾁﾘ
といつものお昼のﾐｰﾃｨﾝｸﾞを終えたところで、ﾏ
ﾙが強い雨脚の外を眺めながら「この雨では作
業はできませんので… 」と期待通りの雨喜び。
宣言が出されました。皆様の白い目線が入らぬ
訳ではなかったのですが、その後もﾃｰﾌﾞﾙを囲
む者数名、延長戦を楽しんでおりました。

100歳をこえるコナラ

週日活動 森の居酒屋は11月10日 午後7時頃～いつもと違うので注意！→11月23日(火曜日)

9時～(遅刻可)11月13日(第2土曜日)
主 催 者 ： 遊 林 会

連絡先：東近江市 河辺いきものの森 Tel 0748-20-5211 Fax 0748-20-5210 当日連絡先：携帯(丸橋)090-3352-3163

Ｅメールでも、ご意見をお待ちしています。E-mail：ikimono@e-omi.ne.jp



秋、穏やかに深まり…というには程遠い季節
の移ろいを見せた今年は、10月26日を境にもう
冬かという程の気候になりました。翌27日の第
4水曜日、天気は良いもののかなり冷え込み、
みなさん厚着をしての参加です。しかし活動に
は良い気候であり、久しぶりの さん始め新H
人さん1名を含む19人で作業を行いました。

この日の作業は炭焼き窯裏の「植生遷移にま
かせるｿﾞｰﾝ」で枯れていた2本のｺﾅﾗ大木の伐採

。 、です 2本とも今年のﾅﾗ枯れで枯れたのですが
人手を加えないｿﾞｰﾝとは言え、ﾅﾗ枯れが発生し
た場合には伐採しないわけにはいきません。し
かしここは長年手入れしていないこともあっ
て、林は人を寄せつけないｼﾞｬﾝｸﾞﾙ状態になっ
ており、この日はまず作業用の進入路作りから
ｽﾀｰﾄしました。一方でこのｿﾞｰﾝは今後も人手を
加えないという位置づけですから切る木も最低
限とします。結果的に木を倒す方向もﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄ
とするため、倒す木にくくったﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟを手動
で牽引するﾁﾙﾎｰﾙという器具を使って伐採しま
す。準備万端、いざ伐採！この日はﾍﾞﾃﾗﾝ揃い
ということもあって1本目は見事狙い通りに倒
せました。倒した木は40 に玉切りし後日薪cm
割り作業にかけ、大量の枝葉は後日ﾁｯﾊﾟｰ作業

。 。にかけます 今回難しいのは2本目のｺﾅﾗでした
1本目も相当な大木でしたが、2本目はさらに大
きく、しかも太枝が左右に大きく張りだしてい
て重心の位置が非常に読みにくいのです。しか
しみなさんの智恵と工夫により懸かり木（伐っ
た木が倒れる前に他の木にもたれかかってしま
う事。こうなると大変！）させることなくほぼ
思い通りの地点に倒すことができました。

そしてお昼。今日は昼食班のｴｰｽ松本さんを
はじめｽﾀｯﾌの愛子さんも欠席ということでﾌﾞﾝ
ちゃんがﾘｰﾀﾞｰに。おかずがたくさん揃わなく
ても何とかなるだろうと、ﾒｲﾝは久々の「卵か
けご飯」の予定だったのですが、遅れて3人の
女性陣が駆けつけてくださり、しかも西村先生
も調理や火の番を担当してくださったおかげ
で、思っていた以上に超豪華な水曜日らしいお
昼ができました。

作業は午後からも継続、大木だった2本目のｺ
ﾅﾗもすべて処理し終え、ｽﾀｯﾌの泉が年輪を数え
てみると何と113歳だったそうです。そんな大
木もわずか体長4 のｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼに枯らされmm
てしまうのですから何とも無常です。

☆10月の木ままクラブ
気軽に気ままに木曜日に活動する木ままｸﾗﾌﾞ。
10月は2回の活動を行いました。
10 14 5人 少人数でﾅﾗ枯れのｺﾅﾗ大木を1本伐/

:採 今回よりﾁﾙﾎｰﾙを使用 1本処理するのに16。 。
30までかかってがんばってくださいました。
10 21 9人 ﾅﾗ枯れのｱﾗｶｼを1本伐採し、その/

後は溜まっていた枝葉をﾁｯﾊﾟｰにかける作業を
してもらいました。
11月は18日が活動日です 。（11/4は休館日につき休止）

☆河辺いきものの森ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ情報
森は秋の利用ｼｰｽﾞﾝ真っ直中、ｽﾀｯﾌは息つく

暇もありません。10月だけで来訪した学校等は
約50あり、ｽﾀｯﾌは1,600人以上の子どもたちに
対応しました。もちろん子どもたちの相手をし
ているだけではなく、毎日異なるｸｲｽﾞやﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑの作成や準備、打ち合わせなどに追われなが

。 、らなので本当に目が回ります そんな多忙な中
ｽﾀｯﾌはせめて心豊かに( )と思うせいか買い物?
ばやりです。今年から森に来たｷｯｼｰこと岸本は
新型のﾃﾞｼﾞﾀﾙ一眼ﾚﾌｶﾒﾗを、ﾌﾞﾝちゃんは中古の
軽自動車を買いました。しかもﾌﾞﾝちゃんはｵｰﾄ
ﾏではなくこだわりの 車。森にはこだわりMT
派が多いのか、今ｾﾝﾀｰで勤務する市と遊林会ｽﾀ
ｯﾌ計8人のうち何と4人も 車に乗っていまMT
す。今時珍しい…

☆ 森のｲﾍﾞﾝﾄ情報
秋から冬にかけて 大人向けや親子向けのｲﾍﾞ、

ﾝﾄで一杯です。
里山でﾘｰｽづくり●
11月27日（土）10 00～12 00: :

落ち葉で年賀状作り●
11月27日（土）9 30～12 00: :

はじめての森ﾃﾞﾋﾞｭｰ●
11月20日（土）11 00～13 00: :
11月27日（土）13 30～15 30: :

ｸﾘｽﾏｽｺﾝｻｰﾄ●
12月25日（土）時間未定

どのｲﾍﾞﾝﾄもまだ空きがありますので、森の
方までお問い合せ、お申し込みください。

☆11月の作業日
今年はまだ当分ﾅﾗ枯れで枯死した木の処理作

業に追われそうです。しかし11月からは竹の伐
採の適期。ﾊﾁも少なくなり、作業には良い気候
ですよ。久しぶりという方もぜひ！

☆11月の第4水曜日は日程変更
11月の第4水曜日は祝日の翌日で休館日のた

め、 します。作業は11月23日（火/祝日）に変更
お間違えなく！祝日ですから第2土曜参加ｵﾝﾘｰ
の方もぜひどうぞ！

容器やコップは数に限りがあります。食器の
持参をお願いします！

世話役 武藤精蔵 0748 20 5211発行者：東近江市建部北町 河辺いきものの森ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ内 遊林会 Tel - -

. . ”遊林会”あるいは ”里山保全活動”で検索 あなたの思いを伝言板へURL:http://www yurinkai org/ or 、


